
令和６年度

令和6年5月 28日（火）午後７時30分～

                                               豊島区医師会館４階 講堂 

≪次  第≫

１ 開会 

(1)  委員及び事務局の紹介 

(2)  会長の指名 

(3)  副会長の指名 

(4)  部会長の指名 

２ 議事 

(1) 令和 6年度在宅医療連携関係のスケジュールについて 

(2) 各部会の報告及び今年度の予定について  

(3) 在宅医療相談窓口実績報告について 

(4) 歯科相談窓口実績報告について 
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令和６年度豊島区在宅医療連携推進会議委員名簿 

※今年度新たに就任した委員はＮo,を〇で囲っています。 

No 役職 氏 名 所属等 

１ 会長 田城 孝雄（たしろ たかお） 放送大学大学院教授 

２ 委員 土屋 淳郎（つちや あつろう） 豊島区医師会会長 

３ 〃 吉澤 明孝（よしざわ あきたか）  
〃  地域医療連携委員会 委員 

〃  在宅医会 会長 

４ 〃 久保 信彦（くぼ のぶひこ） 〃  副会長 

５ 〃 水足 一博（みずたり かずひろ） 〃  理事 

６ 〃 井口 裕章（いぐち ひろあき） 〃  在宅医療委員会 委員長 

７ 〃 田中 宏和（たなか ひろかず） 〃  在宅医療委員会 委員 

８ 〃 高田 靖（たかだ やすし） 豊島区歯科医師会会長 

９ 〃 黒田 亘一朗（くろだ こういちろう） 〃    専務理事  

10 〃 佐野 雅昭（さの まさあき） 豊島区薬剤師会会長 

11 〃 小林 晃洋（こばやし あきひろ）    〃   理事 

12 〃 村崎 佳代子（むらざき かよこ） 豊島区看護師会会長 

13 〃 沖野 加奈子（おきの かなこ）    〃   委員 

14 〃 田中 宏明（たなか ひろあき） 東京都立大塚病院内科部長 

15 〃 川中子 真由美（かわなご まゆみ） 東京都立大塚病院看護部看護支援部門看護師長

16 〃 小林 寿美（こばやし ひさみ） 介護老人保健施設 安寿 

17 〃 山田 愛晃（やまだ あいこう） ゆみのハートクリニック訪問リハビリテーション部 

18 〃 松尾 剛（まつお つよし） いけよんの郷高齢者総合相談センター長 

19 〃 金 日幸（きむ いるへん） ケアプランセンターまんぞく 

20 〃 一杉 貴代（いちすぎ たかよ） 東池袋桑の実園居宅介護支援事業所 

21 

〃 中辻 康博（なかつじ やすひろ） 豊島区在宅医療相談窓口室長 

〃 猿渡 寿彦（さわたり かずひこ） 豊島区在宅医療相談窓口職員 

〃 鈴木 道（すずき みち） 豊島区在宅医療相談窓口職員 

22 〃 会沢 咲子（あいざわ さきこ） 豊島区歯科相談窓口相談員 

23 〃 木川 るり子（きがわ るりこ） 区民委員 

24 〃 寺西 新（てらにし あらた） 池袋保健所長 

オブザーバー 水木 麻衣子（みずき まいこ） 日本医療コーディネーター協会理事 

事務局 木山 弓子（きやま ゆみこ） 地域保健課長事務取扱健康部長 

〃 田中 真理子（たなか まりこ） 福祉部長 

〃 今井 有里（いまい ゆり） 高齢者福祉課長 

〃 栗原 せい子（くりはら せいこ） 障害福祉課長 

〃 田邉 栄一（たなべ えいいち） 障害福祉サービス担当課長 

〃 時田 哲（ときた さとる） 介護保険課長 

〃 飯嶋 智広（いいじま ともひろ） 保健予防課長事務取扱健康部参事 

〃 坂本 利美（さかもと としみ） 健康推進課長 

〃 岡崎 真美（おかざき まみ） 長崎健康相談所長 

資料 1 



豊島区在宅医療連携推進会議設置要綱 

平成２６年６月２５日 

健 康 担 当 部 長 決 定 

制定 平成２２年６月 １日 

改正 平成２３年６月 １日 

改正 平成２４年４月１７日 

改正 平成２５年７月１７日 

改正 平成２６年６月２５日 

（設置） 

第１条 区民の医療に携わる関係機関の連携を強化し、豊島区における在宅医療体制を整

備・推進することを目的として、豊島区在宅医療連携推進会議（以下「推進会議」とい

う。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進会議は次に掲げる事項について所掌する。 

(1) 地域医療連携の推進に関すること 

(2) その他、推進会議が必要と認めること 

（構成） 

第３条 推進会議は､次の各号に掲げる者のうちから区長が依頼し、又は指名する委員をも

って構成する。 

(1)学識経験を有する者       

(2)地域医療に従事する者      

(3)介護事業所等に勤務する者    

(4)区民              

(5)池袋保健所長の職にある者    

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は就任した年度の末日までとする。ただし、再任を妨げない。 

（会長及び副会長） 

第５条 推進会議に会長１名及び副会長を２名置く。 

２ 会長は、区長の指名による。 

３ 副会長は、会長の指名による。 

４ 会長は、推進会議を代表し、会務を総理する。 
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５ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

（招集） 

第６条 推進会議は、必要に応じて会長が招集する。 

（意見の聴取） 

第７条 推進会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴

くことができる。 

（部会の設置） 

第８条  推進会議は、第２条に掲げる所掌事項を効率的に検討するため、必要があると

認める場合は、部会を置くことが出来る。 

２ 部会は、地域医療の推進に関する専門的な課題について検討し、その結果を推進会議

に報告するものとする。 

３ 部会に部会長及び副部会長を置く。 

４ 部会長は会長が指名し部会を主宰する。 

５ 副部会長は部会長の指名による。 

６ 部会は部会長が招集する。 

７ 部会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第９条 推進会議及び部会の庶務は、保健福祉部地域保健課において処理する。 

附 則 

１ この要綱は、平成２２年６月１日から施行する。 

２ この要綱は、豊島区事案の決定等に関する規程（平成１７年豊島区訓令甲第２号）第

３条及び第４条の規定により、健康担当部長の決定区分とする。 

附 則 

この要綱は、平成２３年６月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１７日から施行し、平成２４年４月１日より適用する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年７月１７日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２６年６月２５日から施行する。 



令和6年度　在宅医療連携推進関係スケジュール（案）
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11月 12月 7年度（4月）2月 3月

医師会
（仮）在宅療養区民公
開講座

3月1日（土）交流会@
としまセンタースクエア

12月～2月（予定）
訪問リハビリ体験研修

1月～3月（予定）
訪問看護体験研修

医師会
（仮）糖尿病区民公
開講座

6月13日
としま情報スクエア
「2つの相談窓口」

12月8日(日)
薬剤師会講演会
ふくし健康まつり
＠区民センター

看護師会
区民公開講座＠池袋
BIZ
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  今後の在宅医療において、多職種の連携・情報共有にはＩＣＴ活用が欠かせないと考え、 

  平成２７年１月に多職種参加の部会を設置。ＩＣＴ普及に向け検討・協議をしています。 

 … 令和 5年度の活動内容 … 

（１）豊島区医師会多職種連携ネットワーク 

  →新規ユーザーは20～30名/月ほどで推移 

（２）WEB会議システムとの連動 

  →オンラインカンファレンスの利用方法についての報告 

（３）ACPノートの普及 

  →在宅医療連携推進会議交流会等にて使い方や実例の報告（図１） 

（４）バイタルデータ共有システムとの連動 

（５）病診連携の推進 

（６）在宅医療におけるオンライン診療についての検討 

（７）在宅医療推進強化事業 

             →電話転送、WEB問診、モバイルカルテ、タブレット端末、 

オンライン診療を用いた２４時間緊急体制構築の報告（図２）

図１ ACPノートの実例 

図２ 在宅医療推進強化事業 
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令和 6 年度

令和 6 年度口腔・嚥下障害者への取り組み予定

◎令和 6 年度はまだ、部会の開催はない。

◎令和 6 年度より、管理栄養士を 1 名「あぜりあ歯科診療所」で非常勤雇用契約

を結び、毎月の摂食嚥下機能訓練外来に参加してもらい、障害児への栄養指導に

参画してもらうことになった。併せて在宅療養者への訪問栄養指導も行ってもら

う。

◎令和 6 年度より総合事業（短期集中型）に口腔プログラムに「あぜりあ歯科診

療所」の歯科衛生士が参画している。

◎令和 6 年度より「あぜりあ歯科診療所」を認定栄養ケアステーションとして登

録していくための申請書を 4 月に東京都栄養士会に提出した。今後は管理栄養士

を雇用していない在宅医科主治医に訪問栄養指導が必要な場合は利用してもらえ

るよう働きかけを行う。

◎多職種向けの研修会も企画していく。

在宅医療連携推進会議 

口腔・嚥下障害部会



令和6年度第1回在宅医療連携推進会議 訪問看護ステーション部会報告

部会開催

日時： 令和6年3月13日（ 水） 19： 00～20： 00 

内容： 令和5 年度報告と令和6 年度の活動計画 

＜令和5 年度活動報告＞ 

〇部会開催： 2 回開催（ 4/24、  3/13）  

〇近隣医療機関との意見交換会実施： 令和5 年6 月6 日 

〇勉強会 「 臨床倫理について Part2」  

〇体験研修 

＜令和6年度活動計画＞

〇病院との意見交換会

日時：６月１８日（火）

テーマ： 「 病院と在宅の違い」  

方法： 症例検討をグループワークで行う

〇体験研修

時期： 令和7年1月～3月

令和5年度訪問看護体験研修報告

〇実施期間： 令和6年1月～3月

〇参加状況： 9 医療機関22 名参加 

都立大塚病院、 

国立国際医療研究センター病院、 

都立駒込病院、 

都立豊島病院、 

順天堂大学医学部付属順天堂病院、 

東京都健康長寿医療センター、 

東京医科歯科大学病院、 

日本大学医学部附属板橋病院 

都立大久保病院 

〇受け入れステーション： 13 訪問看護ステーション 

〇実施状況

・ 体験研修参加者アンケート参照

・ 部会での意見

毎年同じステーションが受け入れており新しいステーションにも参加して欲しい

区は体験研修時の保険料を支払う為、受け入れステーションには報酬がない。

会社によって研修を受けるには報酬が必要という意見もある。

各ステーションは病院とつながる良い機会となる
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令和 5 年度リハビリテーション部会体験研修アンケート纏め

訪問リハビリ体験研修アンケート 

＜参加者＞ 

1. 職種・経験年数 

  職   種         PT   3 名   OT  0 名   ST  1 名   Ns   1 名 

  経験年数         14 年  1 名    7 年  3 名   1 年  1 名 

2. 同行訪問をした利用者様 （疾患・年齢等） 

  ・多系統萎縮症  40 代 女性 

  ・前立腺がん（骨転移） 93 歳 男性 

    自宅内外でのADL維持・向上や生活の管理（食事・内服当のチェック）にて介入。 

    抗がん剤治療も行っており、日の調子やイベントを元に介入内容を調整 

    奥様は入院中、今後の方針は a（長女次女三女）とすり合わせが必要。 

介入中の調子確認も重要 

  ・多系統萎縮症  脊柱管狭窄症 筋ジストロフィー 

  ・心疾患 

  ・骨折 90 歳代  脊髄損傷 50歳代 

3. なぜ研修に参加しようと思いましたか？ （複数回答あり） 

    上司からの勧め         1 名 

    在宅リハビリへの興味     4 名 

    医療・在宅連携への興味    0 名 

4. 研修を受けて現在の業務に役立つ事はありましたか？ 

    役立った   5 名    よくわからない   0 名    役に立たなかった   0 名 
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＊具体的にどのように役立ったかお答えください 

  ・生活の場で実際に生活されている方を見学できて、今までイメージだけだったのが 

   体感できて今後、病院から在宅に帰られる方の支援にとても勉強になったし今後活かして 

いきたい 

  ・訪問リハを始めて見学し、実際の動きや介入内容の把握ができた。 

   介入以外にも体調の確認や内服、飲水、食事等リハ以外の内容も注意しつつ確認も必要。 

   Fa のお話しも適宜聴取しながら方向性の提案や不安軽減に努める必要性もある。 病院で 

   も介入内容の見直しやお話を聞くことの重要性を認識しました。 

  ・訪問リハのイメージが以前より明確になった。 

   自宅退院後、活動量が低下してしまう患者様が多いことを知らなかった。なので、病院での 

   リハビリで ADL を可能な限り向上させておくことが重要だなと感じた。 

  ・リハサマリーでの基本的な評価項目からより具体的な情報（患者様の特徴・像がわかるもの） 

   が求められること。これらを当院で報告したいです。 

  ・Ns だけの所なので、教えて頂いたことを生かしながら少しでも有効的なリハを Ns でもやって 

   いきたいと思った。 

5.今回の研修で気付いた事はありましたか？ 

    あった    3 名     なかった     1 名     無回答     1 名 

＊具体的に気付いた点をお答え下さい。 

  ・運動療法が主でなく、患者様が日常生活を送れるよう環境調整も積極的に行っている 

  ・在宅で具体的な目標もない患者さまも多くいること 

  ・目標の立て方 リハビリ方法 全般 

  ・環境改良への気遣いや    実際行っているのもとイメージの違いが結構あると思いました 

 6. 感想・要望など（今後の研修に取り入れてほしい事等） 

  ・今まで経験していない患者様（人工呼吸器等）だったので、本当に見学させていただけて 

良かったです。スタッフの皆様、ご本人様、ご家族様に感謝いたします。 

 ・訪問リハは期限が無いからより具体的な目標を設定し依存にならないよう卒業となるように 

もっていくこと。病院勤務ではイメージがつかないので、家に帰ってどうするかもより考えて 

とりくみたいと思います。 

 ・色々教えて頂き本当にありがとうございました。 

 ・今後も適宜訪問を見学をしたいと思いました。（他疾患や 1日見学、ミーティングの内容を 

含めて）適宜機会を作り豊島区の支援も深めていければと思いました。 



＜受け入れ施設＞ 

  1.2 は割愛します 

3. なぜ研修を受け入れようと思いましたか 

    上司からの勧め              5 名 

    医療、在宅連携への興味        0 名 

    自身のステップアップのため       0 名 

 4. 研修を実施してみて、現在の業務に役立つことはありましたか 

    役立った    1 名    よくわからない   4 名   役に立たなかった   0 名 

 ＊具体的にどのように役立ったかお答えください 

  ・病院スッタフとサマリー内容についての相談や退院支援カンファレンスの必要性などを 

伝える事ができ、医療介護間の連携が図れた。 

5.  研修を受け入れて気づいたことはありましたか 

     あった     4 名         なかった   1 名 

＊具体的に気付いた点をお答えください 

 ・他職種の方でどういうことに悩んでいるのかなど知ることで、こちらの経験上の話などを 

   直接お伝えすることができたこと 

 ・在宅支援につながるリハビリの介入方法の見直しにつながったと思う 

 ・病院で行うサービスと違いがあるため病院での介入方法を検討するきっかけになったと思う 

 ・病院から在宅へ戻られる方の密な連携の必要性を感じた 

6.  感想・要望（今後の研修に取り入れてほしいこと等） 

 ・生活期に関わるスタッフが病院で退院支援などに関われる研修も良いかと思います 



介護老人保健施設体験研修アンケート纏め 

＜体験者＞ 

1. 職種・経験年数 

 職   種        PT    6 名    OT    0 名   ST    0 名 

   経験年数     20 年  1 名    8 年  2 名    7 年  1 名    5 年 1 名    1 年  1 名 

3. なぜ研修に参加しようと思いましたか？ 

   上司からの勧め        0 名 

   在宅リハビリへの興味    1 名 

   医療・在宅連携への興味   5 名 

4. 研修を受けて現在の業務に役立つ事はありましたか？ 

   役立った    6 名    よくわからない   0 名    役に立たなかった   0 名 

 ＊具体的にどのように役立ったかお答えください。 

 ・老人保健施設に入所されている方や通所されている方のご様子がわかった。 

   コロナウイルス流行後にリハビリ室への移動ができなくなりフロアでのリハビリとなった。 

   在宅復帰のため様々な取り組みをされていることがわかった 

・生活支援（食事・排泄等）の環境の違い、細かい視点での家族を含めた援助を学べました 

・訪問利用されている方へデイなどすすめるのに、今日教えていただいた事もふまえてお 

伝えできるかなと思いました 

・老健と通所をどのようなスケジュールでリハ業務を行っているのか勉強になりました。 

   病院との違いを見させていただき、今後担当患者さんの在宅支援の幅を広げることができ 

ました。 

・病院でしか勤務経験がないので、患者様の退院後の行先になるような施設を実際に見学で 

 き非常に勉強になりました。 

 ・施設での役割を含め利用者様の生活している様子からその人らしさを引き出すことが大切 

であると感じました。病院生活で求められることは何か考えるきっかけになりました。 



5. 今回の研修で気付いた事はありましたか？ 

    あった    6 名    なかった    0 名 

＊具体的に気付いた点をお答え下さい。 

  ・見学前は入所も通所も利用されている方が多いイメージがあったが、空間のゆとりが多いと 

思った。 

  ・病院と違って基本的に離床している事、認知症対策の徹底など参考になりました。 

  ・病院と似た点が多いかなと感じていましたが、訪問によっている部分や病院と訪問の間の 

   部分などが自分の中であいまいだった点がみれて自分の中でつながりがみえた感じが 

します 

  ・老健における PTの立ち位置 

   老健をでた後も自宅に訪問しフォローアップしている点 

  ・やはり病院でできるだけデバイス（尿バルン等）を減らし、身体機能をあげることが退院後の 

   老健の入院期間の短縮につながったり、介助量の軽減に寄与したりする事を再確認しました。 

  ・入所者様のほとんどが離床されていて、抑制の無い中で自由に過ごされていた。入所者様 

はマスク着用せず表情が見えていた 

6. 感想、要望などご自由にお書きください（今後の研修に取り入れてほしいこと 他） 

  ・日々の業務だけでは他の施設が実際どの様に活動されているのか想像することしかでき 

ないので、今回見学させていただき、たいへん勉強になりました。今後の訪問業務の参考に 

させていただきたいと思います。 

  ・病院内・臥位（利用者様の環境）に対しての、聞き取り・コミュニケーション・意識がとても 

細かい視点で必要だと学べました。またご家族へのサービスの提案なども必要な為入院 

以前までの生活の中に、サービスを取り入れた新しい生活もイメージしていただけるような 

対応・知識を学ぼうと思いました。自宅だけでなく、有料施設でも介護士がいるから安心な 

メリットもあり、ご本人にとっての良い場所の提案が難しいと感じました。 

  ・ぜひ他の病院や施設への見学させていただき、つながりをもつ機会が得られるとありがた 

いと思いました。 

・以前デイケアで勤めたことはありましたが、事業所ごとの違いを知ることができました。 

ていねいに案内して下さりありがとうございました。 

・また他施設や他院を見学・スタッフと交流する機会をいただけたらと思います。 

   ・施設でのリハビリ見学をさせていただくのは初めての経験でした。在宅を目指し家屋調査や 

退所後の家屋調査も実施されていてとても手厚く生活支援をされていることに驚きました。 

当院退所後も多くの方が貴施設を利用されている為、元気に生活されているのがとても印象 

的でした。とても貴重なお時間をありがとうございました。 



＜受け入れ施設＞  

＊今回は全て同じ施設での研修でした。体験というより施設見学となります。 

1～3は割愛します 

4. 研修を実施してみて現在の業務に役立つことはありましたか    役立った 

5. 研修を受け入れて気づいたことはありましたか   あった 

6. 感想 

 ・共通してデイケアとデイサービスの違いが分かり難い様子でした。 

 ・実際に老健での PTの立ち位置や他職種との連携、又家族との関わりや在宅復帰に向けた 

居宅ケアマネや福祉用具との連携や退所後のフォロー等業務が多岐に渡る事を知って頂く 

事が出来た 



１．相談支援ケース
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R５年度 11 28 26 18 20 24 21 21 17 21 17 21 245
R4年度 23 23 27 26 27 21 18 25 19 25 20 31 285

在宅療養支援 6 17 12 6 10 12 10 16 15 8 9 11 132
入院・入所支援 0 6 3 6 3 2 3 1 0 7 5 4 40

0 3 2 3 0 0 1 0 0 2 2 1 14

在宅退院支援 2 3 4 3 2 1 2 1 1 2 1 3 25
転院支援 1 1 2 0 1 3 2 2 0 3 1 2 18

2 1 5 3 4 6 4 1 1 1 1 1 30
※後方支援病床確保事業実績については【別紙Ａ】参照

1 3 3 5 1 6 4 2 5 3 2 2 37

2 6 5 0 4 4 5 4 5 5 2 1 43

0 1 0 1 1 0 1 1 0 2 0 0 7

0 2 3 3 1 4 3 4 1 3 4 3 31

1 4 2 1 1 1 3 1 1 1 2 1 19

0 3 4 1 4 4 2 3 0 5 1 5 32

1 1 2 3 6 2 2 4 2 2 3 3 31

1 2 2 0 0 1 0 0 2 0 0 3 11

3 3 2 1 0 1 0 0 0 0 1 2 13

2 3 3 3 2 1 1 2 1 0 2 1 21

90 137 78 85 95 87 91 117 82 123 61 73 1119

1 7 1 5 0 2 7 3 3 1 1 0 31

1 14 5 2 13 7 5 2 1 6 4 1 61

5 2 4 2 6 3 3 2 1 9 2 2 41

3 9 0 3 1 2 4 1 1 5 1 2 32

0 6 3 5 2 2 3 2 5 3 3 1 35

5 22 6 8 13 6 8 16 6 4 5 0 99

105 197 97 110 130 109 121 143 99 151 77 79 1418

業務方法

電話

訪問(外出)

館内

来所

郵便・ＦＡＸ

メール

ＳＮＳ（ＭＣＳなど）

合計(延べ数)

その他

相談内容

在宅療養相談

うち後方支援病床確保事業

退院相談

その他

依頼者

本人

家族

医師

医療ソーシャルワーカー

看護師

ケアマネジャー

地域包括支援センター

コミュニティーソーシャルワーカー

行政

資料8

令和6年5月28日

報告者：中辻康博

令和５年度　豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点　実績報告書
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2.普及啓発・情報収集活動（訪問・来所機関）

5 1

4 2

4 2

3

1

4 4

３．会議・研修　等

会議・打合せ　

打ち合わせ(東京都退院支援人材育成研修・在宅医療連合学会シンポジウム)、地域包括医療職部会

豊島区難病対策地域協議会、豊島区医療的ケア児等支援協議会

豊島区がん対策推進会議、豊島区医師会包括地域ケア会議

医療介護連携　関連

○豊島区地域医療・介護ネットワーク構築事業

・包括圏域ごとの多職種連携の会　【別紙Ｂ】参照

・としま在宅医療連携担当者連絡会

日時：令和6年2月29日(木)15：00-16：30

会場：豊島区医師会館4階講堂

内容　： 1)　講演①「豊島区民社会福祉協議会における身寄りのない方への支援サービス」

豊島区民社会福祉協議会　豊島区終活あんしんセンター　天羽　瞬一氏

2)　講演②「在宅医療機関における身寄りのない方の看取り後の支払いについて」

こがクリニック　医療ソーシャルワーカー　茂木　篤子氏

3)　各機関紹介・情報交換

参加者：22機関　32名

○その他、全体・医療機関主催　等

研修会・セミナー

学術集会・講演　等　

その他

3

豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点　実績報告書　（令和6年1月～３月分）

病院
区内 居宅・包括

区外 介護関係事業所

診療所
区内 行政・社協

区外 他地域
（医師会・行政・窓口）歯科・薬局

1/17

2/7

訪問看護 その他

日にち

日にち

＊　1/21

日にち

3/2

講演 豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点の取り組み

6階第3会議室(ＷＥＢ)豊島区医師会　在宅療養推進病診連携研修(大塚病院) 猿渡

R5年度在宅医療関連調査・講師人材育成事業研修会

在宅医療セミナー「在宅医療に新たな風を吹かせる精鋭隊の正体」

会議・研修名　/　内容(テーマなど)

開催方法/会場会議・研修名　/　内容(テーマなど)

中辻・猿渡・加藤

開催方法/会場

ＷＥＢ

としまセンタースクエア

担当

参加者

中辻

ＷＥＢ(AＰ西新宿)

会議・研修名　/　内容(テーマなど)

東京都　退院支援人材育成研修

担当 開催方法/会場

ファシリ：中辻

＊　3/１２ 支援者が知っておきたい高齢者&障がい者の法的トラブル対処法 加藤 ＷＥＢ

＊　3/２３ 東京MSＷ協会　都民向け公開講座 中辻 ＷＥＢ

3/2 豊島区在宅医療区民公開講座 中辻・猿渡 としまセンタースクエア

2/1 東京都入退院時連携強化フォローアップ研修 委員：中辻 東京都看護協会

2/7 東京都　退院支援人材育成研修 ファシリ：中辻 ＷＥＢ(AＰ西新宿)

【他地域（医師会・行政・医師会）】

・東京都医療的ケア児支援センター



　　4．新型コロナウイルス感染症関連事業
１．地域における自宅療養者等に対する医療支援強化事業　実績報告

①自宅療養者に対する医療支援

②高齢者施設等における医療提供支援

→①②ともに5/7にて事業終了

２．高齢者施設に対する医療体制強化事業

5/17より体制整備

→3/31にて事業終了

３．関連会議・打ち合わせ等

　５．在宅医療推進強化事業

1．関連会議・打ち合わせ等

・　レセプトソフト　クラウド版導入

・　在宅医療対応電子カルテ導入

・　事業用タブレット端末　準備・設定

・　ＷＥＢ問診システムの検討

・　自動音声応答システムの導入　　など

3/27 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

1/24 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

1/31 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

3/6 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

3/13 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

2/14 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

2/19 医師会・看護師会・システム会社　説明会 ＷＥＢ

1/10 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ

2/7 医師会・看護師会・システム会社　打ち合わせ ６階会議室/ＷＥＢ

６階会議室/ＷＥＢ

日にち 会議・研修名 会場/開催方法

体制整備日数 18 19 20

診療実績(遠隔/往診) 0 0 0

豊島区在宅医療相談窓口・多職種連携拠点　実績報告書　（令和6年1月～３月分）

1月 2月 3月



入院日 退院日

2023-001 M.O A病院 5月16日 5月22日 自宅 7 5月22日 5月29日 7

2023-002 A.T A病院 5月23日 6月29日 自宅 32 5月23日 2024/4/1 7

2023-003 T.S B病院 5月24日 5月29日 自宅 6 5月29日 1月22日 6

2023-004 K.M B病院 6月24日 7月8日 自宅 14 7月12日 7月12日 7

2023-005 K.D B病院 6月23日 9月6日 施設 76 7月12日 1月22日 7

2023-006 M.K B病院 7月18日 7月30日 自宅 13 7月18日 1月22日 7

2023-007 Y.S B病院 7月13日 8月3日 施設 22 7月18日 8月17日 7

2023-008 M.O B病院 7月22日 8月15日 自宅 25 7月25日 10月26日 7

2023-009 S.S C医院 10月19日 11月7日 施設 20 10月23日 11月16日 7

2023-010 E.I C医院 1月15日 1月22日 自宅 8 1月17日 1月25日 7

2023-011 K.K B病院 8月10日 8月17日 施設 8 1月22日 1月22日 7

2023-012 K.T B病院 2月14日 3月24日 施設 40 2月29日 2024/4/4 7

2023-013 Y.K B病院 2月13日 4月6日 転院 54 2月29日 2024/4/4 7

2023-014 S.E C病院 3月1日 3月6日 自宅 6 3月1日 2024/4/1 6

令和4年度 25 25 23 166 7 4 12

令和5年度 14 14 14 96 7 3 12

令和５年度　豊島区在宅療養後方支援病床確保事業　実績表
後方支援
年度通しNo.

利用者 在宅医療機関
協力医療機関(入院先)

退院先 入院日数
利用申請書
受入日

利用通知書
受入日

事業
適用日数

上
半
期

(a)クリニック

(b)クリニック

(ｃ)クリニック

(d)クリニック

(b)クリニック

(ｃ)クリニック

(d)クリニック

(ｃ)クリニック

下
半
期

(e)クリニック

(e)クリニック

(f)クリニック

(d)クリニック

(g)クリニック

(e)クリニック

協力
機関数

登録
医療機関
数

相談件数 延べ件数 患者実数 適用日数
在宅医療
機関数



Nｏ. 日 曜日 エリア 名称 開催方法/会場 備考(内容)

1 4月4日 火 19:30 20:45 医師会 コアMＴＧ ＷＥＢ

2 4月12日 水 18:00 19:00 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館/ＷＥＢ

3 4月17日 月 19:00 20:10 中央 コアMＴＧ 4階講堂/ＷＥＢ

4 4月21日 金 18:00 19:00 西部 コアMＴＧ ＷＥＢ

5 4月26日 水 19:00 20:10 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

6 5月9日 火 19:00 20:15 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

7 5月23日 火 19:30 20:45 医師会 コアMＴＧ ＷＥＢ

8 5月24日 水 18:00 19:30 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館

9 5月29日 月 19:00 20:00 西部 コアMＴＧ ＷＥＢ

10 6月2日 金 19:00 20:00 いけよん 定期総会 池袋第二区民集会室 いけよんプロジェクト総会

11 6月5日 月 19:30 21:00 全体 多職種連携全体会 ＷＥＢ(4階講堂) パーキンソン病と病診連携

12 6月13日 火 19:00 20:30 中央 コアMＴＧ 社協3階　会議室

13 6月14日 水 19:00 20:20 アトリエ コアMＴＧ 4階講堂/ＷＥＢ

14 6月30日 金 19:00 20:00 西部 コアMＴＧ 4階講堂

15 7月4日 火 19:00 19:40 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

16 7月14日 金 10:00 11:30 西部 打ち合わせ 西部包括

17 7月24日 月 18:00 19:10 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館

18 7月31日 月 18:10 19:00 中央 コアMＴＧ 社協3階　会議室

19 8月1日 火 19:30 20:30 医師会 コアMＴＧ ＷＥＢ

20 8月7日 月 19:00 20:05 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

21 8月10日 木 17:00 17:30 ふくろう コアMＴＧ ＷＥＢ

22 8月21日 月 19:00 20:15 アトリエ コアMＴＧ ＷＥＢ

23 9月4日 月 19:30 21:00 全体 多職種連携全体会 4階講堂/ＷＥＢ 臨床倫理について

24 9月6日 水 19:00 20:05 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

25 9月13日 水 18:00 19:00 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館

26 9月14日 木 19:00 21:00 アトリエ 多職種連携の会 区民ひろば富士見台/ＷＥＢ 「アトリエ地区の医療・介護サービス事業所紹介」

27 9月19日 火 17:00 17:30 ふくろう 打ち合わせ ＷＥＢ

28 9月26日 火 19:00 20:10 中央 コアMＴＧ 社協3階　会議室

29 10月4日 水 19:30 21:30 医師会 コアMＴＧ 医師会館6階　会議室

30 10月8日 日 9:00 13:30 いけよん 多職種連携の会 池袋本町公園 10/９　池袋本町商人まつり(池袋本町公園)

31 10月18日 水 18:00 19:15 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館　会議室

32 10月20日 金 19:00 20:00 西部 コアMＴＧ ＷＥＢ

33 10月24日 火 19:00 20:30 中央 多職種連携の会 上池袋コミュニティセンター　会議室 宣伝の会

34 10月24日 火 19:00 20:30 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

35 10月31日 火 19:00 20:30 いけよん 多職種連携の会 区民ひろば池袋 「発災から72時間の対応について」

36 11月2日 木 17:30 17:45 ふくろう 打ち合わせ ＷＥＢ

37 11月7日 火 19:30 21:10 医師会 コアMＴＧ ＷＥＢ

38 11月15日 水 12:30 16:30 東部 多職種連携の会 区民ひろば仰高 区民向けイベント「高齢者の安心な暮らしを支えます」

39 11月17日 金 13:00 16:30 東部 多職種連携の会 区民ひろば駒込 区民向けイベント「高齢者の安心な暮らしを支えます」

40 11月20日 月 19:00 20:10 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

41 11月21日 火 18:30 20:00 菊かおる コアMＴＧ 菊かおる園　会議室

42 12月2日 土 14:00 16:00 いけよん 多職種連携の会 池袋ほんちょうの郷 区民公開講座：映画上映会「終わりの見えない闘い」

43 12月5日 火 19:00 20:00 西部 コアMＴＧ ＷＥＢ

44 12月7日 木 19:00 20:15 中央 コアMＴＧ 社協3階　会議室

45 12月14日 木 18:00 19:15 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館3階

46 12月15日 金 14:30 15:00 菊かおる 打ち合わせ ＷＥＢ

47 12月18日 月 19:00 19:30 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

48 12月21日 木 17:00 17:30 ふくろう コアMＴＧ ＷＥＢ

49 1月12日 金 19:00 20:10 西部 コア(打ち合わせ) ＷＥＢ

50 1月16日 火 19:00 20:00 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

51 1月17日 水 18:00 19:10 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館3階

52 1月22日 月 19:00 20:50 医師会 多職種連携の会 医師会館4階　講堂 「どうする？防災」～今日から、明日からできること～

53 1月23日 火 18:30 20:10 西部 多職種連携の会 医師会館4階　講堂 認知症支援について(研修)

54 2月20日 火 18:00 19:50 東部 多職種連携の会 歯科医師会館/ＷＥＢ 災害どう対応するか？

55 2月29日 木 15:00 16:30 窓口 としま在宅医療連携担当者連絡会 医師会館4階　講堂 身寄りにない方の支援について

56 3月2日 土 15:00 18:30 全体 多職種連携全体会 としまセンタースクエア としま在宅医療の日(第3部：在宅医療連携推進会議交流会)

57 3月8日 金 18:00 18:30 西部 コアMＴＧ ＷＥＢ

58 3月8日 金 19:30 20:20 医師会 コアMＴＧ ＷＥＢ

59 3月12日 火 19:00 20:30 いけよん コアMＴＧ 池袋ほんちょうの郷

60 3月12日 火 18:00 19:00 東部 コアMＴＧ 歯科医師会館

61 3月15日 金 18:30 20:00 ふくろう 多職種連携の会 としま区民センター6階会議室 災害時における医療・介護連携連携ついて

62 3月18日 月 19:00 21:00 菊かおる 多職種連携の会 巣鴨地域文化創造館 ＶR体験研修「高齢者の看取り」

時間

令和５年度　豊島区地域医療・介護ネットワーク構築事業
【別紙Ｂ】

　(包括圏域ごとの多職種連携の会　/　全体会　/　在宅医療連携担当者連絡会)



2023年度　豊島区歯科相談窓口　実績報告書
(2023年4月～2024年3月)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
相談件数 新規ケース 22 23 22 27 19 13 14 18 21 14 16 15 224

電話 20 23 22 22 18 12 14 18 21 16 16 17 219
メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
FAX 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
来所 2 0 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 7
その他 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
本人 4 6 9 9 9 2 5 5 3 4 3 5 64
家族 6 5 5 7 5 4 3 8 8 5 3 7 66

医療機関 1 2 2 4 0 2 0 0 1 2 2 0 16
訪問看護ST 0 1 1 0 0 0 1 0 2 0 1 0 6

居宅介護支援事業所 11 9 5 7 5 4 5 4 5 4 7 5 71
高齢者総合相談センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

行政機関 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
こども家庭支援センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 4
医療機関 3 5 5 5 6 3 3 6 7 3 3 3 52
訪問看護ST 0 1 1 0 0 0 2 0 2 0 1 1 8

居宅介護支援事業所 11 9 4 7 5 6 3 4 6 4 7 3 69
高齢者総合相談センター 1 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 4

行政機関 1 0 4 6 2 0 1 0 2 1 0 0 17
在宅医療相談窓口 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
こども家庭支援センター 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3

パンフレット 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
ホームページ 0 3 4 4 2 0 0 3 0 4 0 2 22
その他 6 4 3 4 4 0 4 5 4 4 5 7 50
在宅歯科 14 16 10 13 10 8 9 7 11 6 11 9 124
障害者歯科 6 5 6 4 7 3 3 9 8 7 5 7 70
連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

情報提供 2 2 6 10 2 2 2 2 2 3 0 1 34
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
電話 82 114 52 81 48 48 57 62 68 40 59 33 744
メール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
FAX 27 39 16 24 13 20 18 14 26 11 19 9 236
来所 2 0 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 7
その他 0 0 0 3 6 0 0 0 0 0 0 0 9

あぜりあ歯科診療所 17 5 3 4 7 3 3 9 7 10 8 9 85
病院（歯科口腔外科） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

病院（医科） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
診療所（歯科） 2 1 0 6 2 1 1 1 1 3 0 1 19
診療所（医科） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
訪問看護ST 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

居宅介護支援事業所 0 16 7 9 6 6 8 7 10 5 8 7 89
高齢者総合相談センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

行政機関 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他（情報提供等） 4 3 9 12 3 1 1 3 2 3 2 2 45

コーディネート数 ケース数 12 17 12 19 11 11 11 14 16 7 9 8 147

普及啓発および情報収集（件数） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　新聞掲載、広報としま掲載、各団体にパンフレット配布他

会議 7 6 6 5 4 5 4 3 4 4 4 3 55
研修 0 1 0 0 1 0 2 0 1 2 0 2 9
講演会 1 1 1 3 0 1 1 1 0 1 2 1 13
その他 0 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 13
合計 8 9 9 9 6 7 8 5 7 8 7 7 90

会議・研修等

受付方法

依頼者

依頼経路

相談内容

相談対応方法

転帰・調整先
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在宅医療連携推進会議臨床倫理部会設立の提案 

目的：多様な倫理的問題に気づき、在宅医療・ケアの安心、安全、質の向上につなげる。 

倫理的問題を検討することとは？ 
⇒患者、家族、医療介護従事者が在宅医療ケアの中で生じる、価値問題に関する不確実性や
対立に関するさまざまな問題を在宅医療ケアチームで検討することは、「本人にとっての最
善」に繋がり患者、家族だけでなく、医療介護福祉従事者を守ることに繋がる。 

取り組み 
1．臨床倫理に関する知識啓発 
① 在宅医療ケアの中で違和感（ジレンマ：治療拒否、服薬拒否、支援拒否、過剰要求など）
を覚えたり、誰かと対立的関係になったり、リスクを感じたりする場面で、在宅医療ケ
アチームで、立場の違い価値の違いを検討できる。 

② ACP（終末期の意思決定支援、認知症の人の日常生活、社会生活における意思決定支援、
摂食嚥下に関する意思決定支援、身寄りがない人の入院及び医療にかかる意思決定が困
難な場合の支援など）、ハラスメントなど、在宅医療ケアの中で倫理的問題が発生した
とき、検討する方法を学ぶ。 

③ 臨床倫理原則をもとに分析することができ、立場の違い価値の違い、どの倫理原則を重
視しいているのか意識することができる。 

2．医療ケアチーム内で倫理カンファレンスのできる仕組み作り 
3．必要に応じて倫理的課題相談チームに相談できる仕組み作り 

資料 10 



令和６年度在宅医療連携推進事業予算について 

○予算総額 ３９，８０７千円（対前年度比５７０千円減） 

【一般会計：在宅医療推進関係事業経費 １１，５１６千円】

① リハビリテーション協議会事業 

② 看護師会連携事業 

③ 在宅療養後方支援病床確保事業 

④ 在宅医療相談窓口事業 

⑤ 区民活動支援事業補助金 

⑥ 医療用麻薬管理及び高度管理医療機器購入費助成 

⑦ 多職種ネットワーク構築事業 

【介護保険事業会計：在宅医療連携推進会議・在宅医療相談窓口事業経費 ２１，７７４千円】 

⑧ 在宅医療連携推進会議予定回数 年度３回  

⑨ 部会開催予定回数       年度１～２回程度  

⑩ 多職種連携、スキルアップ研修 

⑪ 在宅医療コーディネーター研修 年度５回 

⑫ 訪問看護体験研修 

⑬ 訪問リハビリ体験研修 

⑭ 在宅医療相談窓口事業 

⑮ 区民公開講座  

・医師会糖尿病区民公開講座 

・医師会在宅療養区民公開講座 

・薬剤師会区民公開区座（ふくし健康まつり同時開催） 

・看護師会区民公開講座 

⑯ 在宅医療関係者交流会（看護師会） 

⑰ 在宅医療地域資源情報の更新 

⑱ 在宅医療連携拠点関連業務 

【介護保険事業会計：在宅歯科医療相談窓口事業経費 ６，５１７千円】 

⑲ 在宅歯科相談窓口事業 
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2024.5月 
 一般社団法人日本医療コーディネーター協会

水木麻衣子

■令和６年度の豊島区在宅医療コーディネーター養成講座企画案

①コンセプト：「豊島区在宅医療コーディネーター」のコンセプトは、患者家族のそばにいて自立支

援を行うケアマネだからこそできる「意思決定支援」と「合意形成」を積極的に担って

いく人材のことである。基礎編では、医療コーディネーションの考え方、医療コーディ

ネーションに必要な知識を学ぶ

②日 程：2024年 9月～2025年 1月までの月に 1回 3時間
③参加者：豊島区内のケアマネジャー等在宅医療にかかわる専門職

④内容案：（順序は入れ替わります）

テーマ 内容（達成目標） 講師・アドバイザー

在宅医療概論 在宅医療ケアでよく見る疾患、症

状の解説（多疾患併存多問,題症
例）在宅医療における医師の役割 

町のクリニック目白 

家庭医療専門医 

重島祐介先生 

意思決定支援症例検討 在宅医療ケアの場で行われる意思

決定支援を症例検討の形で学ぶ 

日本医療コーディネーター協会 

水木麻衣子 

神経難病、臓器不全、緩

和ケアの実際 

がん、非がん患者の在宅療養支援

の実際、アセスメントや心理支援

について病の軌跡をたどりながら

学ぶ 

検討中

薬の知識と服薬支援 

摂食嚥下と口腔ケア 

薬の基本的知識と薬剤師の役割に

ついて 

歯科医師の役割と口腔ケアと嚥下

について 

タサキ薬局  

田崎崇先生 

豊島区歯科医師会 

高田靖先生 

病院の機能と入退院支

援の現状 

地域における病院の役割と機能、

入退院支援や医療機関とのコミュ

ニケーションのあり方について学

ぶ 

検討中 
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